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［要約］本研究は ， 情報 処理 能力 と性格 と の 関係を明 らかに す るため行 っ て い る研 究 の
一部で あ

る 。 こ こ で は情報処理演習で の 授業の 成績 と欠席 回数 ， ワ
ー

プ ロ 能力 ， 性格 を取 り上 げた 。 それ

らの 関係を解析 する ため ，統計学的方法と意味構造分析 （Semantic　S七ructure 　Analysis）の 手法

を用い た。そ の 結果 ， それ らの 間に有意な関連が あるこ とが わ か っ たの で 報 告する 。

　〈 キ
ー

ワ
ー

ド〉情報処理 能 力 ， 因子 分析 ， 意味構造分析 ，順序 性係数 ，ア ン ケ ー ト調査

1 ．研究の 目的

　情報処理教 育が始 ま っ て 以来 ，大き な 問題点

として 浮上 して きたの が性格 に よるコ ン ピ ュ
ー

タ との 適台性の 問 題で ある 。 い わゆ る ，
コ ン ビ

ュ
ー

タ との 相性の 善 し悪 しで ある 。 人間の 性格

は 遺伝 的な素質や
， 経 験 ， 受け た教育 ， 生活 し

た環境 な ど多 くの 要素が 複雑 に絡み合 っ て 因果

関係 を明 らか に する こ とは 非常に 困難 で ある 。

こ れ らの研 究は多 くの 研究者に よ っ て 行 わ れ て

い る 。 こ の 研 究は ， 情報処理 演習 の 受 講生 を対

象に性格 を調 査 し  授業の 成績及 び欠席 回数，

ワ ープ ロ 能力 との 関連 を明 らか に し ，   性格間

の 関係 を解析す る 目的で 行 っ た。

2 ．研 究の 方法

（1）調査対象 と方法

　対象者は短期大学の 初等教 育学科 2年生で ，

1994年度情報処理 演習 工II（通 年）を 受講 した 51

名 （当日欠 席は除外 ）で ある 。 性格 を調 ぺ るた

め ア ンケ
ー

ト （リ ッ カー トタイ プ の 5段階 評定

法〉を12月 7日に実施 した 。 授業の 成績は ， 前期

11回 ， 後期 5回 ， 計 16回の レ ポ ー トを 5段階で 評

価 しそ の 合計点と した 。素点の 満点は 80点で あ

る 。 ワ
ープ ロ 能力は ，

『ワ ープ ロ 技能検定試験

必修テ キス ト 2級』
’ 3

の 文章をワ ープ ロ ソ フ ト

「松 」 で 20分 間に入 力 した文字数 と した 。 文字

の 誤 りや 二 重入 力な どの エ ラ ーは除外 し， 印刷

の時間は含まない 。 い ずれ も，コ ン ピ ュ
ータ の

特別教室で 機 種は PC−9801RXを使用 した 。

（2）処理方法

　得 られ たサ ン プ ル をク ラ ス タ
ー

分析 （Ward法）

で 2群 に分 け ， その 2 群の 間で 授業の 成績 ， ワ

ープ ロ能 力，欠席 回数 ， 性格の 因 子な どを数量

デー
タ と し平 均値 の 差の 検定 （Welchの 方法）を

行 っ た 。 また ， 判別分析 を行 い 2 群が等質で な

い こ とを確 認 した 。 つ ぎに ， 前述の 項 目間で 相

関分析 と無相 関の 検定 を行 っ た 。 続 い て ， 授業

の 成績と相 関の 高 い 15項 目を選び 因子分析 （va

rimax 法）と意味構造分析 （SS 分析 ）を併用 し

て 行 ない SS グ ラ フ を作成 した 。 統計学的処理

に は多変量解析 ソ フ トを ，
SS 分析 に は自作 の

ソ フ トを使用 した 。

3 ．結果

（1）各群 の項 目別 平 均 ，
t 値 ， 有意差判定

　性格 の 全項 目で サ ン プ ル ク ラ ス ターを行 い ，

A 群 を 20サ ン プル ， B 群 を 31サ ン プル に分 け た 。

両群で 判別分析を行 な い 分類の 妥 当性 を確 認 し

た 。 結果は ， 判別 的中率 98．O％， 相 関比O．720，

有意水準1．0％で あ っ た e

　 平均値の 差の検 定 を行 っ た結果 有意差の あ る

項 目は表 1の よ うに な っ た 。

　項 目　　　　　　 平 均

　 　 　 　 　 　 A 群　 B 群

授 業 の 成績　　　 63．8　55．5
ワ
ー

プ ロ 能 力 　 　 38S．73e6 ．7
欠 席 回 数 　 　 　 　 1．10　2．90
5：メ カ に 強 い 　 　3．05　3．77
6 ：あ き らめ 早 い 　3．45　2．45
7：意欲的　　　　2．10　2．94
8 ：理科 好 き　 　 2．853 ．81
11：読書好 き 　　　2．10　3．23
12；粘 り強 い 　 　 　2．20　 3，i3
13：好 奇 心 　 　 　 　1．45　2．IO
14：数 学 好 き　 　 　2．10　3．ge
17：向上 心 　 　　 　2．20　2．77
18：社 会科 好 き　 　 2．303 ．48
26：技 術 家庭 科 　 　2．10　2．97
27：ワ

ー
プ ロ 好 き　 1．952 ．71

31：外 国 語 の 予 習 　 3．Z5　3。94
32：BASICが好 き　 3．003 ．9？
33：パ ソ コ ン 好 き　2．653 ．65
35：ロ ータス 好 き　2．35　3．42

t 廬 　 　 判定

3．99　　［鉢 ］
2．04　 〔零 ］
2，73　　　　［宰零］

2．13　 ［率 〕
3．49　　　［零零1
3．30　　［鉢 ］
2呷93　　　［塞塞｝
3▼02　　　【塞 9 〕
3．79　　　｛皐零］
3，75　　　［掌零〕
5．22　　［寧零】
2，33　 ［竃 】
2．98　　　〔拿零 ］
2，67　 ［零 ］
2．56　 ［零 ］
2．27　 ［拿 ｝

3．26　　　　〔零8】
3甲69　　　［霧 s ］
3駒79　　　［拿 8 ］

（［樽 ｝は 危wa率1Xで 有意 ［s ］lisXで 有 意を 示 す。）

　 表 1　 各群 の 項 目別 平均 ，t値 ，有 意 差 判 定表

（2）顧序性係数 と SS グ ラ フ

　授業 の 成績 との 相関が 高い 15項 目を選んで S

S 分析を行 っ た 。 順序性係数 （μ ）の 値が 0，92

以 上の もの を顧序性が成立する とし ， 意味構造

グラ フ （SS グラ フ ）を作成 し図 1に 示 した 。 こ

の 図の 縦 軸は平均点 ， 横軸は 因子分 析 （varima

x 法）に よ っ て 得た 因 子 を 表 して い る。
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（3）相 関分析 の 結果

　授業の成 績 ，欠席 回数 ， ワ
ープ ロ 能力と性格

との 関係を相関分析 （無相関の検定 ）を行な っ

た 。 そ の 結果 ，授業の成績 と性格 で 有意な相関

が あ っ たの は 9項 目 ， 欠席回数 とで 4項 目， ワ
ー

プ ロ 能力 とで 4項 目で あ っ た 。

4 ．考察

A ．性格 と授業の 成績 との 関係

子 に属 して い る。   学生 はワ
ープ ロ

，
ロ
ータス

，

パ ソ コ ン ，BASIC の順 に 好きだ と感 じて い

る 。   パ ソ コ ン の 好きな もの は ロ
ータスが好 き

で あ る 。   ロ ータスの 好 きな もの は意欲的で ，

ワ ープ ロ が好 きで ある 。

（2）性格問の 関係 に つ い て

　  数学好きと技術家 庭好きは ともに第 2 因子

に属 して い る 。   負け ず嫌い は第 3因 子に あ り ，

A 群 と B 群の 学生で は表 1の よ うに ， 能力 ， 態 他の も の と内容が 少 し異なる が ， それ らに 近い

度 ， 性格に は っ き りと した 差異が認 め られ る 。

すなわ ち ，
A 群 の 学生 は授業 の成績 が 優れ ， ワ

ープ ロ の 能 力が あ り ， 欠席 回数 が 少 な い 。 性格

で はメ カ に強 く ， 何事 もあ き らめ な い で ， 意欲

的で ， 理科 ， 読 書 ，数学 ， 社会科 ， 技術 家庭が

好 きで ， 好奇心 が強 く ， 粘 り強 く ， 向上心が 強

い 。 また ，
ワ ープ ロ ， BASIC ，

パ ソ コ ン
，

表 計算ソ フ トな どが好 きで あ る 。 外国 語 の 予 習

を忘れな い 優 等生 タイ プ の学生が想像 で きる 。

　授業の 成績 と相 関の 高 い 性格 は
， 意欲的 ， 粘

り強 い ， 数学好 き ， 計画的 ， 感性 強 い
， 技術家

もの と判断 して い る と推察 で きる 。   計画的な

もの は几帳面で粘 り強い とい え る。   意欲的 な

もの は 向上心 が 強い とい え る 。   向上心 の強 い

もの は感性が 強 く ， 感性の 強 い ものは 好奇心 が

強い とい える 。

（3）性格 と教科 との 関係に つ い て

  数学好きは意欲的で 粘 り強 く ， 向上心 ， 好

奇心 ， 感性が 強い とい え る Q   技 術家庭 好 きは

感性が強い とい える 。

5 ．まとめ

　  調査 対象の 学生に は ， 情報処理 能 力に優れ

庭 ，BASIC ，
パ ソ コ ン ，ロ

ータス 好 きで あ る 。 た グル
ープ と そ うで ない グル

ープ が あ り ， それ

ワ
ープ ロ 能 力 と相 関の あ る項 目は ワ ー プ ロ ， B　らの グル ープ では ， 16項 目の性格 の 因子 で有 意

ASIC ，
パ ソ コ ン

，
ロ
ータ ス 好 きで あ る 。
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な差 が あ り ， 授業 の 成績 ， 欠席回数 ，
ワ ープ ロ

能力 に も同様に差 があ っ た 。   調査対象の 学生

は ワ ープ ロ
， 表計算 ，

パ ソ コ ン ，
BASIC の

順 に好 きで あ る。   物お じ しない 性格 は情報処

理 関係 の 因子 に属 して い る 。   情報処理 演 習の

授業で の 成績 と相 関の 高い 性格 は 9項 目で ある 。

  順序性計数 の グラ フ か ら ，
ロ
ー

タ ス 好 きはパ

ソ コ ン好き を含み ，
パ ソ コ ン 好きは BASIC

好 きを含 んで い る 。   負け ず嫌 い の 因子 は 几帳

面や計画 的の 因子 と同 じ系列 に 属 して い る 。

臨 19i

　 　 　 　 図 1　 SS グ ラ フ

B ，因子分析 と SS 分析か ら

（1）情報処理 関係 に つ い て

　  ワ
ープ ロ

，
ロ ータ ス ，

パ ソ コ ン
，
BASI

C好 きの 情報処理 に関す る因子は 第 1因 子 に属

して い る。  物お じしない 性格は 同様 に第 1 因
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